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光に･GZ々 のE淋 内の神 政速度を荘持 しt=机 こ

れと全く同一の方放て垂見及び軸 内の狂者を迫虎を

llk LTこ3軟 とra休世子から成,-J軒肖こ内のZEB江連

JZがそのホ或餅 -のFl合にくら-,どのbL.二g化す

ちかは典韓ある何題である｡

この轍 に上り,空気及びEBl体内の排 日過度はか

ILり高遠であるが,それらを況合して合ts馳 主,一

点1ここのどちらよりも田 であって.単一心太持.周

作と点る伝搬 を京寸書が朗らかにされT二｡

Jl 芙 駁 方 法

恥 :宇軌 2前巴と同一で錘発は任 血 t.ボーJL按

やtの TNT (A-O･95g''cc)3DQgである｡

令馳 件は,tZ73BJZml舟EEに上1--ル接を執 ･.{小

i(をもうけ,その中に装済する｡

失政､こ供しT=材1和之,壁 も 綻,木か,粘土 (恭11

相tD粘土を地 中LTこもの).企姓.帝石,就安,硝

安′イナマイIC)8笹である｡

今'上妃の触 -1して作られた,一端に油を六軒を初

1,vJね瞳の棚 抄 ら,同一陳の腰 で監々の喝rul鎧1'

で旺¢する｡この恥 成る適当.'LiSEqの ソ'では,函

laの方駄Egの左の神 を遠退LT=桝 だEtは名付の虫

蛙!:入Btし一石から進行するめ内のZE隻琵とある点Z
でt完する｡こうして一速の r にhI広する Z をま

わておく｡rlま左を基準として†イ2 pセ ブ ン I･の

オー7-で求めらわ,Zは安LTEのある名車の位t(例

えは･柵 と蛤の卿 )から.濁 され･こ左右の43EZ:

a)rTIJ止ilケ示十｡これは侵T_tW 旨を貰､二田斬して

求めろ｡従って,これをEc巧妙 一鎌 監良 二示すこ

珂 Ihの如く.を輸 (帝rr 上凸各 T と.それに

応する Z呈接が与えられる｡

一方をTか(ノ出更すべき桝 のg繋缶の時'{一厘

24

Jf由S;Eは旺知であるので,それを T から引き,奇や

の r l:牡 づる Z 輔 との交点を決める｡この3:

)にして決めた｢並のを11を砧ぺIL,包 】bの 'l'._

Z･穣となる｡この軌 ま,木可約に左から柵 を適っ

て･軒廷内(:入射し1こ汝の時r{jF*曲線である.従っ

てこの藍税を一隅 と舟との卿 に外挿し,その点 J'

と鼠点の拭きから,茨のる納 内の伊 江tD述JEt･知

る｡

11の和宏は.各版 の未姓に,馳 l我人これ,二

事軸 ẑB･･て DatlLrlChe の方法.こホじて斤つても

1く･文･石見的.=まめてJJ上,･｡
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m 実 gt括 果

乱 文は桝 を-主菜:=放 しの(=地 の馳 ･

ら'斑々の肝 時馳 T でg:fLr=とき,舟蛙内t=

生 じた嘘 の位t Z u次のよう[=T..･る｡

鼓 l 空監及び各托琳 I=ついての搬

a,却廷卯 の長吉 mm 1.位比又 d∝

a,分陸兵 ∈ mTrI LT.紳 水分 メ

〟,ti zl fly Z,fq と史の邦面からの

順 位t TTIm
r,ZF輩時r朋払 B:は… がおそくflは早く馳

x】0~鴨ec

IL.螺 が尭生しfLいことを示す｡
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こft')の;雌 tUr回 】hの仲拠 :ニ従って目

盛れは荘2-5と1Lる｡この区.主脚 の(=め,右

の舟桂城粛7Bま娘してもa.

皿_空気,及び各班粉捧内の市書波速岸

E32-Sから.空久.茨びtZ々 の桝 仁にT7tT Eil2.5 出先及び41fk捌 *内の'J','-Z,.

a特が甘えT=q宇馳 ti3らh

Z'.求 2 dl先7ttF古袖珍rt:内の析平

淡旭良rr 83ccdt LI,1,i わ常 雄 Ncn

T村
石軒●仁{イナ マ イ

03 -2

-56

392 92 392 BO′･

⊃ 4tE1913991 60,L(
kI BO ,･'95 - 095 -

3200
3.0/ LLt)) 0.95 - 3000 30

7500 30 柿 :E一 秒 米 08】 ~ 170) 30

(雌 ) 50(

瓜か 3.04300 3.0

22m 3.0)叫
) 3.024CO

3_0IeO) 3.02か:0 3.0

32∝) 3.034の 3.02】CO 3.03SIXI 3.I) 150

- 15CO aPl.98 -

】90】 3.0* JTLO Z83 -

20CO 30p JT20 T9Ⅰ

_ 8100 3.0r JT57 ).5】

一 蹴0 3.0これらの粘史か:'次の上うl'=ことが考え[

'ltる｡(I) 空完の正■粒 丘:iTh'T.(A C.95R

IOC)3CQの未担三まくで.土はIZ75COTT

巾 でその批 Ll四6に云 ∈ftる■大女てこ箕する:弔包の



tL 賃 瓜 推 D 英 供 的 軒 先 93
･.,て市えti,進に Jl.8牧丘から上井の堀に小知 1･

鮒 からF I汚-のだ歩に上る変化が見られろ｡これら

a)ことから,れ件三三久件とt宅件とからfR氏しているの

に.その1.1iLhの棉･-1およりも¢遠であることがh:lt

るっこのFE.i,妨ll相の珪々のLEl幕につ･'て辞世し■二

Af'-".I 良策と本戦の終更々船 して/A :,かである.

27

rl Ll ･..
同b Z2(免D研 汝虚I輔 it<

伊仙 り.くれて分点するものと考えられて･､る｡

qtuldAの油 ■二つ､･てはJH田屯fq･J=a)輔 的研

究にくわしくェとまっているが.1】そIL:ニ上川 J･多く

の粗 群のE純 .i.光政方法の搾又ととbE--IM一茶

SLについても.かなりの勤 '･ある｡

これらの1Jか:-_は,きわめて高説の舟光をとらえ(I

研兜もあって.その理由につ･･て.Fncdnchは発懸

d六のJS芋妹分ず.=よる校明まで持つJ'･､る.

王丁二,P711Tyのすうぜ11･,大気の馳 :拓の区界か

ら.空曳中の畔 粗 度は,山刀8--､■1(即 と十る考

ぇJユタ(の脚 よr);･て当F'1'J:いようである○音

(は.k Beckerは ∝伽･一一】6dOTn/8の75遣物の移動

をとT,えてJlr),泣くは,狐■秀治丑捷･まtEfイナ寸

ィISOtH-.よるプナウy管*7･/- コープに上る失

政IT脚 手近のtW だ姐鼓として 700OTTVBi.iilてお

り.i,丑近JSaYltt-'噂も屯託的L=6(々 の勝 で空中

のKやC2速政を附 しr二が,状砺正くでは EOOCCm/8

耶JZtのEqE.まこらえてr･､る長ITある.

(2) 丸棒か(>掛 の推捗

琳 ql,>含tZ一宏の鉢 ま''･.くら甘く鼓･3しても･

性比n =1るの.;四月があるが,折は9(恥 Lr,雛 -

捜さするJ)･)さまTz爽持し各,

村 -J鵬 ,'{比王を変え 租 Lr二脚 l･i7ilのよ-･

ド,･JIT'･-が,これを比正三押 野述gDti:-JT汁 >-哩

7と11.｡監Rtl,比怒.ikA二くらぺ先決し'J,l･と考え

て,空スl勺の群崇だ過酸を純 .二HdE,-Jと･この轍

zEhT.i.比書の稚応】ニ従って･好守e:正圧LL･低下し･

大体か'ノ13は､Jl渡歩のti租がうかがえる｡

さらこ,砧土現宋:=づ'､て,上T)批 正の脚 二つ



9J 工 手 火 滞 B 会 J yE16や qE2后

の方が駒だ1イチヤイtより蹟カであるから.T:1T

のEr粗眼の石畑 もくれは.碓 ダイナY tトの伯より
もたir.I-Tあろう｡従って.TはfE矢.iT)も小L=Rつも

19ており,新 二これよりもTrG連に1_rる首である｡

以上の事から,卿 が長塩の鵠串で不重践鰍)に●し

かも強プII=Rf7繋∈れill加 ･fJり慈刺さrLrこ脈 圧姑ち.

盛することが慾粒でれる｡TNT の鮮輩による搬

ダ (ナヤイトの迅正院鼓国をEg6に71訳す｡

I-巾心
血

11

4

F'

ポ･匂二.I- ～阿8 枯士の7L(Jl究化

と∂L7宇土辻壁(5) 粘土の水郷 E,.A

LL土筋采に水を加えて行けは,BL 求,二相の瀞侍から,

控.氏,諮の三和系とlJ:り,進には庶流の二相をへて柑一

一の議休とTLる.粘土の水分ケ9:化せしめて兜拾すると

図8の上)にlJ.る｡JDち.水分が少′､時は低速
で若槻 であるが,水分と共.;急激に上昇し,20-30

%1=頂点をもつ山形とrLり▲この山.王振姓としての

様相をおもDせる｡¥1こ水分が相加すれば,全体が液状1=移る(=従って侭1

し,遂には水のJFの撒 僻に迅なる｡このようt=.納 内

の聯 粗 度は.9(肘昌博 こJtぺて瓜連である林を知り,勝 也のある

硝安噂と非は性鵬 との比較Li,淋 上にt)鵬 ある対比な

187二が.こ11に税く液触 二つ ､この先蚊は.この 11rの

一層の興味fzも1=

らすと:払う｡文,蜘 )多くの鰍 が空東伯の在巡

1f於yE:をとらえ こ̀珊 潮 と.抱力:神モ.=離 し1

こ許it;i)光政結束とFz比せすることは言

責であり,丙方法による炎熊が並行すると艮'､であろう｡

死時に.米報告の方勤 王,軟の搬 規 定を基IPとして35r),この点の一店の中味と,そのi

li異の7(唖 を 28必中と･1る.きた,こ

の方法:二丈に工夫･'Z加えh.i,銭Jyの脈 と,個々の勝 の反

応の故封で起るig堤根の血脚与力くれを針儲け る可f'

}可も巨とLnわれる｡この爪は一般の DatJtnChe

の糧道部屋瞥 こも田過があるTU題である｡但しこ

のW.I-の研究では.吟納ま私記の首は銀の起lZlは

対称になされ,有鮎 の点も脚 Tj使用を行ってp.1ると

ttえよ )｡Ⅳ 漉 書舌恭11和の方

法こ全 く同一の手技Itl,各項の取件内のtF珠群速度を富托 し1=.

-_rの接紫･を臣妻舌すれば,次のようになる｡(1) 空東の好漢転速度は.TNT (AO･95g･∝)

300Bに上川 i｡
エLF7500TTVSと目せらh.これを二三の戎lE鈷薬を比裁し一二【これら

の枯葉から,空中のV繋泣逢皮は 62

ccnlSを限界とするPalJTの和暮約七と始 ま汗

顔と思われる｡(2)

切掛 ま.拾んと例外なしに供述で,その柄成物11ある空気.雛 の単一内の妨雀荘】監鑑よりも倣

い｡この空気から粉体-の推移




